
（ ）事例 中学校数学科 美濃地区 Ｇ中学校

１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第２学年

学習指導要領 第２学年の内容 Ｂ 図形（２） イ

単 元 名 「三角形と四角形」

単 元 目 標 ○観察、操作や実験を通して平行線の性質や三角形の合同条件などを基に

平面図形の基本的な性質を見いだしたり確かめたりするなど、数学的活

動の楽しさや数学的に考察することのよさに気付き、それらを意欲的に

問題の解決に活用しようとする。

（数学への関心・意欲・態度）

○平行線の性質、三角形の角、図形の合同などについての基礎的な知識を

身に付け、数学的な推論の方法を用いて図形の性質を論理的に考察する

ことができる。

（数学的な見方や考え方）

○三角形や平行四辺形の性質など、図形の性質の考察において、推論の筋

道を言葉で表現したり、数学的な用語、記号を用いて簡潔に表現したり

することができる。

（数学的な表現・処理）

○平行線の性質、三角形の合同など、平行線の性質や円周角と中心角の関

係、また、それらを調べるときの証明の意義と方法を理解している。

（ ）数量や図形などについての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画の工夫

・単元を通して、課題につながりをもたせる。前時の学習を毎時振り返る

ことを位置付けていく。

・三角形の合同条件や証明の仕方など、学習のポイントとなることを掲示

物として教室や学習室に設置し、生徒がいつでも授業で活用できるよう

にする。

○単位時間における工夫

・図形の証明では、その手順と根拠を明確にして説明できる力を身に付け

させるために、板書での生徒の発言をする機会を増やし、生徒の発言を

画用紙にまとめ、ポイントとなるところを残し掲示していく。

・上記の掲示物を次時で活用し、単元における思考のつながりを大切にし

ていく。

・少人数授業では、個の学習の到達度をノートや確認小テストなどで把握

し、個に応じた個別指導を行う。

参 考 資 料 資料：学習プリント



２ 単元の評価規準

ア 数学への関心･ イ 数学的な見方や ウ 数学的な エ数量、図形などに

意欲･態度 考え方 表現・処理 ついての知識・理解

観察、操作や実験を 平行線の性質、三角 三角形や平行四辺形 平行線の性質、三角

通して、平行線の性 形の角、図形の合同 の性質など、図形の 形の合同など、平行

内 質や三角形の合同条 などについての基礎 性質の考察において 四辺形の性質や円周

容 件などを基に平面図 的な知識を身に付 推論の筋道を言葉で 角と中心角の関係、

のご 形の基本的な性質を け、数学的な推論の 表現したり、数学的 また、それらを調べ

まと 見いだしたり確かめ 方法用いて図形の性 な用語、記号を用い るときの証明の意義

との たりするなど、数学 質を論理的に考察す て簡潔に表現したり と方法を理解してい

ま評 的活動の楽しさや数 ることができる。 することができる。 る。

り価 学的に考察すること

規 のよさに気付き、そ

準 れらを意欲的に問題

の解決に活用しよう

とする。

○二等辺三角形に関 ○二等辺三角形に関 ○二等辺三角形や平 ○「底角は等しい」

心をもち、それに する性質を考察し 行四辺形の性質な など、二等辺三角、

関する性質を他の 証明することがで ど、図形の性質が 形に関する性質に

人にも分かるよう きる。 例外なく成り立つ ついて理解してい

に説明しようとす ○二等辺三角形の性 ことを他の人に納 る。

る。 質や三角形の合同 得してもらえるよ ○直角三角形の合同

単 ○二等辺三角形の性 条件を基にして直 うに説明すること 条件の意義を理解

元 質や三角形の合同 角三角形の合同条 ができる。 している。

の 条件から直角三角 件を考察すること ○三角形の合同条件 ○平行四辺形に関す

評 形の合同条件を見 ができる。 や、直角三角形の る性質や条件につ

。価 いだそうとする。 ○既習の図形の性質 合同条件などを用 いて理解している

規 ○平行四辺形に関心 や三角形の合同条 いた図形の性質の

準 をもち、それに関 に基づき、平行四 証明を読みとった

する性質を考察し 辺形の性質や条件 り表したりするこ

ようとしたり、考 を考察し証明する とができる。

察したことを他の ことができる。

人にも分かるよう

に説明しようとし

たりする。



【三 角 形】

①論証のよさに気付 ①線分や角の等しい ①三角形の合同条件 ①多角形の内角・外

き、三角形の合同 関係を証明するた や既習の図形の性 角の意味及び多角

単 条件を使って、図 めに必要な合同な 質などを根拠とし 形の角の性質を理

位 形の性質を調べた 三角形を見いだし て、証明すること 解している。、

時 り、証明したりし 二等辺三角形の性 ができる。 ②二等辺三角形にな

間 ようとする。 質を考察すること るための条件を、

に ができる。 二等辺三角形の性

お ②二等辺三角形の性 質の逆として理解

け 質や三角形の合同 する。

る 条件を基にして直

具 角三角形の合同条

体 件を考察すること

の ができる。

評 ③直角三角形の合同

価 条件を利用して図

規 形の性質を考察す

準 ることができる。

【四 角 形】

②平行四辺形に関心 ④平行四辺形の性質 ②既習の図形の性質 ③平行四辺形の性質

をもち、それに関 や条件を用いて証 や条件を用いて平 を理解している。

する性質を考察し 明することができ 行四辺形の性質を ④平行四辺形である

ようとする。 る。 証明することがで ための条件を理解

③平行四辺形に関心 ⑤長方形、ひし形、 きる。 している。

をもち、平行四辺 正方形やその図形 ③長方形、ひし形、

形であるための条 になるための条件 正方形の性質を証

、件を考察しようと を四角形の包摂関 明することができ

する。 係をとらえてまと また、ある四角形

④四角形の性質に興 めることができる が、長方形、ひし。

味をもち、平行四 形、正方形のいず

辺形、長方形、ひ れかであるかを証

し形、正方形の性 明することができ

質やそれら相互の る。

関係を明らかにし

ようとする。



３ 指導と評価の計画（全１７時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

○前単元で学 前の単元で学習した内容を （エ－①） ○机間指導 ○多角形の内角・１ ○「

習した多角 振り返ってみよう 」 多角形の内 ・計算によっ 外角の性質を振。 ○

形の内角・ 角・外角の て正確に角 り返り、それを

外角の性質 多くの問題に挑戦し、前の単 意味及び多 度を求める 用いれば角度が

や平行線の 元の学習内容を確認しよう。 角形の角の ことができ 求められること

角の性質な 性質を理解 る。 に気付かせる。

どを用いて ○問題 している。 （ﾋﾝﾄｶｰﾄﾞ、既習、

図形におけ ① 事項の掲示物使72°ｘ
る角度を求 用）

めたり、新 ○ノートｙ

たな図形の ・問題の解き

性質を筋道 ② 方を正確に

立てて説明 理解できてｘ

したりして いる。

° °既習内容を 105 51
確認する。 ③

ｘ ° °120 30

°50
④

°75
°70

0120
x
問題を解く○

・同位角を求める。

・三角形の外角を求める。

。・四角形の一つの外角を求める

・図形から仮定と結論を式で表

し証明する。

○既習内容の確認

○二等辺三角 ○「二等辺三角形の頂角の二等分 （イ－①） ○机間指導 ○角の等しい関係２

形ならば、 線はどんな線になるだろうか」 ○線分や角の ・仮定、結論 の証明に、合同本

底角が等し 等しい関係 を明らかに な三角形を見付時 A
くなること を証明する でき、三角 けだす必要性を

を、二等辺 ために必要 形の合同条 理解させる。

三角形の定 な合同な三 件を使って ○どの三角形が合

義を仮定と 角形を見い 二等辺三角 同であれば角の

して、三角 だし、二等 形の底角が 等しい関係が証B D C



形の合同を 辺三角形の 等しいこと 明できるかとい

用いて証明 二等辺三角形の底角が等し 性質を考察 を証明でき う見通しをもつ

することが いことを証明しよう。 することが る。 ことができるよ

できる。 できる。 うに掲示物を使

○仮定と結論を確認 いながら説明す

○定義だけでなく、定理やこれま る。

でに明らかになったことを用い

て証明を進める。

○ペアー学習

○類題を行う。

○２角が等し ○２角が等しい三角形に興味をも （エ－②） ○発言ノート ○仮定と結論を記３

い三角形が ち、本時の課題を生み出す。 ○二等辺三角 ・前時の学習 号を用いて明確

二等辺三角 ・ ２つの角が等しい三角形をか 形になるた との相違点 に表現し、考え「

形になるこ きます。どんな三角形になりま めの条件を について、 を進めていける、

とを、仮定 すか 」 二等辺三角 仮定と結論 ようにする。。

と結論を明 形の性質の が逆になっA
確にしなが 仮定と結論 ていること

ら証明する を入れかえ を答えるこ○○

。ことができ た逆として とができる

る。 理解する。

B D C

∠Ｂ＝∠Ｃならば、ＡＢ＝

。ＡＣであることを証明しよう

○証明する

・ 仮定と結論を逆にしただけな「

のに改めて証明する必要がある

のはなぜか 」。

○仮定と結論を逆にすると、成り

立たない場合がある。

○二等辺三角形の性質の逆の考え

方をすることを理解する。

○直角三角形 ○「直角三角形が６つあります。 （イ－②） ○机間指導 ○三角形の合同条４

は、三角形 アと合同になる三角形はどれだ ○二等辺三角 ・６つの直角 件や二等辺三角

の合同条件 ろうか 」 形の性質や 三角形から 形の性質を振り。

を満たさな 三角形の合 合同となる 返らせ、根拠を● ●A
くても合同 同条件を基 ものを根拠 明らかにして考ｱ× ｲ× ｳ×

になる場合 にして直角 を明確にし えられるように○

があること 三角形の合 て説明する 助言する。B C
に気付き、 同条件を考 ことができ

直角三角形 察すること る。ｴ ｵ× ｶ

の合同条件 ができる。 ・二等辺三角○

としてまと 形の底角が



めることが ○直角三角形に興味をもち、本時 等しいこと

できる。 の課題を生み出す。５つの直角 を補助線な

三角形を示し 斜辺と他の鋭角 どを使って、 、

辺を示したものから合同になる 証明するこ

。三角形を見付けだす。 とができる

アと合同な直角三角形を、根

。拠を明確にして見付けだそう

○三角形の合同条件や二等辺三角

形の性質を根拠に考える。

○合同な三角形を見付ける。

・三角形の合同条件からわかる

ものを探す。

・斜辺と他の一辺（鋭角）が等

しい三角形が合同であること

に気付く。

○直角三角形は特別な条件で合同

と判断できる。

○角の二辺か ○∠ の二辺 、 から （イ－③） ○机間指導 ○問題から２つの５ XOY OX OY

ら等しい距 の距離が等しい点Ｐをとる。 ○直角三角形 ・アと合同な 直角三角形を見

離にある点 「点Ｐをたくさんとると、点Ｐ の合同条件 直角三角形 付けださせ、直

は角の二等 の集まりはどんな図形になりま を利用して を見付けだ 角三角形の合同

。 。分線上にあ すか 」 図形の性質 し、仮定と 条件を確認するｙ

ることを図 を考察する 結論を明確 ○仮定と結論を明

形に直角三 ことができ にして証明 確にし、順序立B
角形を見い る。 することが てて証明できるｐ

だし、直角 できる。 ように考えやす０ ｘA
三角形の合 いプリントを用

同を用いて 意する。

直線 は、∠ の二証明するこ OP XOY
等分線となることを説明しとができる。

よう。

○仮定と結論を考える。

〈仮定〉∠ ＝∠ ＝OAP OBP

90 AP=BP°

POA POB〈結論〉∠ ＝∠

〈証明する〉

○直線 は、∠ の二等OP XOY

分線になる。

○角を二等分 ○「前の時間に学習した内容とど （イ－③） ○机間指導 ○正確に証明する６

する図形に こがどのように違うだろうか ○直角三角形 ・証明の手順 ことができるよ。」



現れる性質 ・点ｐから２辺までの距離が等し の合同条件 を明確にす う証明の手順を

を、図形に かったけど今日はそれを証明す を利用して れば、同じ 掲示物で説明し

直角三角形 るんだな。 図形の性質 手順で証明 ていく。

を見いだし を考察する を進めていｙ

直角三角形 ことができ けることに

の合同を用 る。 気付くことB
いて証明す ができる。ｐ

０ ｘることによ A
り、直角三

角形の合同

条件の使い 直角三角形の合同を用いて

方を理解し 証明しよう。、

証明のかき

方を習得す ○証明の手順を明確にする。

ることがで （仮定と結論を明確にする→合

きる。 同になる三角形を見付ける→仮

定からいえる条件をだす→仮定

以外の条件をだす→直角三角形

の合同条件に当てはめる→対応

する辺や角が等しくなる→結論

を言う）

○証明の手順を明確にすれば、同

じ手順で証明を進めていける。

○直角を三等 （ウ－①） ○発言 ○既習したことを７

分する作図 様々な証明問題に取り組み、 三角形の合 ・証明の段階 どこで用いるの

の方法が正 証明の手順を習得しよう。 同条件や既 ごとにどん かをじっくりと

しいことを 習の図形の な性質を用 考えさせる。、

三角形の性 ○問題に取り組む 性質などを いたのかは

質を用いて ・ 大工さんは右の図のように直 根拠として っきり述べ「 、

説明するこ 角を三等分して板を切るとい 証明するこ ることがで

とや折り返 う。なぜ三等分になるのか証明 とができる きる。。

したﾃｰﾌﾟの しなさい」

重なりが二 ・テープを折り返して重なった部

等辺三角形 分は、二等辺三角形になること

になること を証明しなさい。

Ｄ Ａを証明する

ことを通し

て、筋道立

Ｅ Ｂ Ｃてて証明す

る手順を習

得すること 〈証明〉折り返したことから、

ができる。 ∠ ＝∠ ･･･①DAB CAB

テープの２辺は平行なので錯角が

等しく∠ ＝∠ ･･･②DAB CBA



CAB CBA①②より∠ ＝∠

２つの角が等しい三角形なので

△ は の二等辺三角CAB CA=CB

形である。

○２つの正三 ○「２つの大小の正三角形を直線 （ア－①） ○ノート ○２つの正三角形８

角形を並べ 上に並べて、頂点と他方の角を 論証のよさ ・いろいろな を並べるときの

、た図形の中 結ぶことでできる２つの三角形 に気付き、 角度に共通 角度は違っても

に、合同な はどんな関係がありそうです 三角形の合 する証明の 証明の道筋は同

三角形を見 か 」 同条件を使 筋道を考え じになることを。

いだし、ど って、図形 ることがで 助言する。Ｂ

んな角度で の性質を調 きる。Ｅ

並んだ場合 べたり、証

でも、これ 明しようと

までに学習 する。Ｃ Ａ Ｄ

した性質を

用いて証明 ２つの正三角形を適当な角

AEC ADBすることが 度でつなげて△ ≡△

でき、演繹 を証明しよう。

的な推論の

仕方や論証 ○「頂点Ａを中心に△ＡＥＤを回

」。の進め方を 転させるとどうなるだろうか

理解する。 ○ を証明△ ≡△AEC ADB
・いろいろな角度で考えても、同

じ筋道で証明できる。

○２本のリボ ○「二本のリボンを重ねるとそこ （ア－②） ○発言、ﾉｰﾄ ○平行四辺形の中９

ンが重なっ には四角形ができる。リボンの 平行四辺形 ・興味をもっ に、これまでに

てできる四 角度を変えても、四角形に共通 に関心をも て、平行四 学習した図形を

角形は平行 していえる性質はなんだろう ち、それに 辺形の性質 見付けられるよ。」

四辺形にな 関する性質 を調べるこ うに具体的な図

ることに気 を考察しよ とができる 形を示しながら。

付き、平行 うとする。 助言する。

四辺形の様

、々な性質を

興味をもっ 平行四辺形とはどんな四角

て調べるこ 形なのか調べよう。

。とができる

○定義を確認する。

平行四辺形の定義：２組の対辺

が平行な四角形を平行四辺形と

いう。

「これ以外に何か性質があるだろ

うか 」。

○辺、角、対角線を調べてみる。



○平行四辺形には様々な性質あり

そうだ。平行四辺形の中にこれ

までに学習した図形を見付けて

証明しよう。

○平行四辺形 ○「前時に見付けた性質は、どの （ウ－②） ○発言、ﾉｰﾄ ○合同な図形を見

の３つの性 ような筋道で証明できるかな 既習の図形 ・性質を理解 付けだし、指で。」

質を証明す の性質や条 して、より 指し示しながら

るにあたり これまで学習した内容を用 件を用いて 簡単で分か 証明の道筋を指、

対角線や辺 いて、平行四辺形の性質を証 平行四辺形 りやすい証 導する。

を延長する 明しよう。 の性質を証 明を考える

などの補助 明すること ことができ

線を引き、 ○２組の対辺はそれぞれ等しい。 ができる。 る。

より簡単で ２組の対角はそれぞれ等しい。

分かりやす ２組の対角線はそれぞれの中点

く証明して で交わる。

いくという ○証明はいろんな方法があるがよ

考え方から り簡単に説明できるとよいな。、

筋道を立て

て証明する

ことができ

る。

○平行四辺形 ○「平行四辺形 で、対角 （エ－③） ○机間指導 ○ が成りABCD OP=OQ

の対角線の 線の交点０を通る直線ｍをひき 平行四辺形 ・点対称な図 立つと平行四辺、

交点を通る 辺 、 との交点をそれぞ の性質を理 形であるこ 形にどんな性質AB DC

直線におい れ とすると、どんな性質が 解している とを理解し があることが分P,Q 。 、

て、対角線 予想できるか 」 と かるかを図形を。 OP=OQ

。の交点から 平行四辺形 使って助言するA D ｍ

平行四辺形 が点対称なQ
の辺との交 図形であるP
点までの距 ことを結び０

離が等しい 付けることB C
ことに気付 ができる。

き、平行四 ＝ を証明して、平行OP OQ

辺形が点対 四辺形の新たな性質を見つけ

称な図形で だそう。

あることが

分かる。 ○△ ≡△ を証明する。OAP OCQ

・△ と△ の合同からOBQ ODQ

考えても同じ結果が得られる。

○平行四辺形が点対称になってい

ることが分かる。

○平行四辺形 ○「平行四辺形の３つの性質の逆 （ア－③） ○発言、ﾉｰﾄ ○２組の対辺、対12

11

10



の３つの性 は成り立つのだろうか 」 平行四辺形 ・平行四辺形 角と対角線の中。

質の逆が成 に関心をも の条件を理 点など分かりや

り立つこと 平行四辺形の性質の逆が成 ち、平行四 解し、定理 すいように図で

を証明すれ り立つかどうか、証明してみ 辺形である の逆が平行 表したプリント

ば、平行四 よう。 ための条件 四辺形の条 を用意し、それ

辺形になる を考察しよ 件になると をもとに助言し

ための条件 ○証明する うとする。 いう考え方 ていく。

が明確にな ２組の対辺がそれぞれ等しい をもつこと

るという考 ができる。

え方から、

平行四辺形

になるため ２組の対角がそれぞれ等しい

A Dの条件を見

付けだすこ ● ○

とができる ● ○ ●。

E B C
対角線がおのおのの中点で交わる

A D

０

B C
○平行四辺形の条件が３つあるこ

とが分かる。

○平行四辺形 ○「同じ長さの線が平行におかれ （エ－④） ○ノート ○正確に証明する

の性質の逆 ている。線の先端を結ぶとどん 平行四辺形 ・平行四辺形 ことができる

から見付け な四角形になるだろうか 」 であるため になるため よう証明の手順。

た条件以外 の条件を理 の条件を見 を掲示物で説明Ａ Ｄ

にも、一組 解している。 いだすため していく。

の対辺が平 に筋道を立

行で長さが てた明確なＢ Ｃ

等しければ 証明をする

平行四辺形 対辺が平行で長さが等しい ことができ

になること 四角形が、平行四辺形にな る。

に気付き、 るか証明しよう。

平行四辺形

であるため ○証明する

の条件をま 〈証明〉△ と△ でABD CDA

とめること 仮定より ･･･①BC=DA

ができる。 なので錯角が等しくAD BC／／

∠ ＝∠ ･･･②ACB CAD

共通な辺より ･･･③AC=CA

①②③より二組の辺とそのはさ

む角がそれぞれ等しく

ABD CDA△ ≡△

13



対応する角は等しく

∠ ＝∠ なので錯角BAC DCA

AB DCが等しくなり ／／

したがって、二組の対辺が平行

なので平行四辺形である。

○一組の対辺の長さが等しく平行

な場合は平行四辺形になる。平

行四辺形になるための条件は、

定義と４つの定理を合計すると

５つになる。

○平行四辺形 ○平行四辺形 で、 （イ－④） ○ノート ○平行四辺形になABCD BE=DF

になると予 ならば、四角形 は平行四 平行四辺形 ・平行四辺形 るための条件をAECF

想できる図 辺形になることを証明しよう。 の性質や条 になるため 満たすことを結

形に対して 件を用いて の条件を使 論にして証明し、 A D
平行四辺形 証明するこ って証明で ていけばよいこ

の性質と条 とができる。 きていたか とを助言する。E F 。

、件を使って

B C平行四辺形

であること

を証明する 平行四辺形であるための条

、 。ことができ 件から判断して証明しよう

平行四辺形

であるため ○証明する。

の条件の使 〈証明〉四角形 は平行四ABCD

い方を習得 辺形だから、 ･･･①AE FC／／

する。 平行四辺形の対辺だから

･･･②AB=DC

仮定から ＝ ･･･③BE DF

②③から ･･･④AE=FC

①④から一組の辺が平行で長さ

が等しいので四角形 は平AECF

行四辺形である。

○平行四辺形であるための条件を

満たすことを結論にして証明し

ていけばよい。

、 、○正方形、長 ○「ひし形、長方形、正方形は、 （ア－④） ○発言、ﾉｰﾄ ○ひし形 長方形

方形、ひし どんな性質をもった四角形なの 四角形の性 ・四角形の包 正方形のそれぞ

形の性質に だろうか 」 質に興味を 摂関係が理 れの性質を説明。

ついて調べ もち、平行 解でき、ひ しながら平行四、

いずれも平 ひし形、長方形、正方形 四辺形、長 し形、長方 辺形であること

行四辺形に が平行四辺形であることを 方形、ひし 形、正方形 を理解させる。

なるための 証明しよう。 形、正方形 を平行四辺

条件を満た の性質やそ 形の特別な

15
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しているこ ①ひし形について れら相互の 形と考える

とから、平 〈証明〉ひし形は４つの辺の長 関係を明ら ことができ

行四辺形の さが等しいので、２組の対辺が かにしよう る。

特別なもの 等しい四角形であり、平行四辺 とする。

であること 形である条件を満たす。

を理解し、 ②長方形

相互の関係 〈証明〉長方形は４つの角が等

をまとめる しいので、二組の対角が等しい

ことができ 四角形であり、平行四辺形であ

る。 る条件を満たす。

③正方形

〈証明〉正方形は４つの辺の長

さが等しいので、二組の対辺が

等しい四角形であり、平行四辺

形である条件を満たす。

○４つの四角形はどんな関係にな

っているのだろうか。

○平行四辺形の特別な形である。

○△ＡＢＣの ○△ の各辺を一辺とする正 （イ－⑤） ○発言 ○△ が変わるABC ABC

BAD BCE ACF AFED各辺を一辺 三角形 、 、 をつ 長方形、ひ ・興味をもっ と四角形

とする正三 くり、正三角形の各頂点と し形、正方 て、新しい は平行四辺形にA

角形をかき を結びます。 形やその図 性質を見付 なったり、ひし、

頂点を結ん 形になるた けることが 形になったりすE
だ図形を観 めの条件を できる。証 ることを図で説F
察や実測を 四角形の包 明の筋道を 明する。D
通して調べ 摂関係をと 予測するこ、 A
この図形に らえてまと とができたB C
成り立つと めることが か。

予想される △ の形が変わっても できるABC

。性質を見付 成り立つ性質を見付けよう

けだすこと

ができる。 ○△ が二等辺三角形ABC

・四角形 はひし形になりそAFED

う。

・△ と合同な三角形は同じ。ABC

○△ が直角三角形ABC

・四角形 は平行四辺形になAFED

りそう。

・△ と合同な三角形は直角ABC

三角形。

○△ が変わると四角形ABC

は平行になったり、ひしAFED

形になったりする。△ とABC

合同な三角形はいつでもありそ

16



う。

○前時に見付 （ウ－③） ○ノート ○これまでに見付

けた性質を 前時に見付 けた性質を、 長方形、ひ ・△ と四 けた性質を掲示ABC

証明するた これまでに学習した内容を し形、正方 角形 にまとめそれをAFED

めに、図形 用いて証明しよう。 形の性質を の関係に規 活用することで

の中に、こ 証明するこ 則性を見い 証明できること

れまでに学 ○四角形 は平行四辺形にな とができ、 だし、証明 を助言する。AFED

習した図形 ることの証明 また、ある することが

の性質を見 （１）△ ≡△ ≡ 四角形が、 できる。ABC DBE FEC

いだし、筋 （２） ＝ ＝ 長方形、ひDB DA EF

道を立てて ＝ ＝ し形、正方DE FC AF

証明するこ （３）二組の対辺の長さが等しい 形のいずれ

とができ、 から平行四辺形である。 かであるか

演繹的な推 ○四角形 はひし形になるこ を証明するAFED

論の仕方や との証明 ことができ

論証の意義 （１）△ ≡△ ≡△ る。ABC DBE FEC

DB DA EFを理解する （２） ＝ ＝

DE FC AFことができ ＝ ＝

る。 （３）△ ≡△ なのでDBA FAC

DA=AF=FE=ED

（４）４つの辺が等しい四角形な

のでひし形になる。

○図形の中に新しい性質を見つけ

ることができた。筋道立てて証

明できた。
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４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・二等辺三角形ならば、底角が等しくなることを、二等辺三角形の定義を仮定として、三角形

の合同を用いて証明することができる。

（２）本時の位置

２／１７時

（３）展開案

学 習 活 動 評価方法・内容 指導・援助過程

問 ○本時の課題を生み出す。 ○課題意識を明確にも

題 Ａ 「二等辺三角形の たせるため、一人一

提 紙を等しい辺が 人に二等辺三角形の

示 重なるように折 紙を渡し、操作させ

。 。 （ ）ります 」 る Ａｸﾗｽ

○補助線を見付けださ

Ｂ Ｄ Ｃ せたいので、二等辺

発問「ピッタリ重なるということ 三角形について分か

は、どういうことだろう ることをあげ、底角

か 」 （Ａｸﾗｽ） が等しくなりそうで。

発問「二等辺三角形についてわか あることを確認後、

ることを考えよう 」 ○二等辺三角形の定義をも 課題提示する。。

（Ｂｸﾗｽ） とにして考えることがで （Ｂｸﾗｽ）

・ＡＢ＝ＡＣ、ＢＤ＝ＣＤ きる。 ○二等辺三角形の定義

・∠Ｂ＝∠Ｃ、∠ ＝∠ 【発言】 を確認し、底角が等BAD CAD
・二等辺三角形の定義から二辺は しいことを「当たり

課 等しくなることはいえるけど、 前のこと」として考

題 二つの角が等しいことはいえる えている生徒に、証

把 のかな。 明することで、今後

握 その性質が使えると

。二等辺三角形の底角が等し いうことを説明する

いことを証明しよう。 ○既習した証明の手順

。を掲示物で振り返る

課 ○仮定と結論を確認する。 ○問題から、仮定と結論を （Ａｸﾗｽ）

題 仮定 ：ＡＢ＝ＡＣ 仮定より 導き出すことができる。 ○段階に応じたﾋﾝﾄｶｰ〈 〉 （ ）

追 〈結論 ：∠Ｂ＝∠Ｃ 発言・ノート ﾄﾞを用意しておく。〉 【 】

究 （考え方） （Ａｸﾗｽ）

△ と△ が合同になABD ACD
れば、∠Ｂ＝∠Ｃになる。

〈証明１ （ 共通）〉 A,B
☆補助線として頂角Ａの二等分 ○補助線を引くことで三角 ○どう考えたら証明で

線を引く。 形をつくりだし、合同で きるのかという見通

Ａ あることを証明できれば しがもてない生徒に

○○ 二つの角が等しいことが は 「補助線を引く、

いえるという見通しをも ことで２つの三角形

Ｂ Ｄ Ｃ つことができる。 ができ、それが合同

△ と△ で、 【発言】 になれば対応する角ABD ACD
仮定から ＝ ・・・① も等しいことが分かAB AC
は頂角 の二等分線だから る」ということを個AD A



∠ ＝∠ ・・・② （イ－①） 別に助言する。BAD CAD
共通な辺だから、 ◎線分や角の等しい関係を ◎生徒が考えた補助線

＝ ・・・③ 証明するために必要な合 ＡＤはどんな線（∠AD AD
①、②、③から二組の辺とその 同な三角形を見いだし、 Ａの二等分線、ＢＣ

はさむ角がそれぞれ等しいので、 二等辺三角形の性質を考 の中点）なのかを確

△ ≡△ 察することができる。 認する。ABD ACD
対応する角は等しいから、 【ノート】

∠Ｂ＝∠Ｃ

〈証明２ （Ｂｸﾗｽのみ） ○Ｂｸﾗｽでは、証明１〉

☆補助線として辺ＢＣの二等分 の補助線の考えだけ

線を引いて考える。 でなく、証明２の考

Ａ え方も導かせる。結

果的に同じ線になる

が線の条件が違うと

Ｂ Ｄ Ｃ 証明も違ってくるこ

△ と△ で、 とに気付かせる。ABD ACD
仮定から ＝ ・・・① （多様な考え方にふれAB AC
辺 の二等分線より、 させる ）BC 。

＝ ・・・②BD CD
共通な辺だから、

＝ ・・・③AD AD
①、②、③から三組の辺がそれ

ぞれ等しいので

ABD ACD課 △ ≡△

題 対応する角は等しいから、

解 ∠Ｂ＝∠Ｃ

決 ・定義をもとにして底角が等

しいことを証明できた。

○ペアーで自分が考えた証明を図 ○自ら考えた証明を仲間に

形を指でさしながら証明する。 分かりやすく説明するこ

ま とができる。

と 二等辺三角形の性質 ペア学習 ○二等辺三角形の底角【 】

め 二等辺三角形の２つの底角は ○二等辺三角形の性質を使 と三角形の内角の和

等しい って問題を解くことがで や外角などを利用し

きる。 て問題を解くため、

○二等辺三角形の性質に関わる問 ノート・発言 既習したことをまと【 】

題を解く。 めた掲示物を用意し

○自己評価 ておく。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

（１）本時重点的に取り上げた評価規準

イ－①

線分や角の等しい関係を証明するために必要な合同な三角形を見いだし，二等辺三角形の

性質を考察し，証明することができる。

（２）評価の実際

＜評価の方法＞

□ノート記述

・事前に板書した補助線をかきこみ、△ＡＢＤと△ＡＣＤの証明を根拠を明確にして証明

することができている （課題解決の場）。

・仲間や先生に質問して証明することができた生徒は、類題で解くことができたかを見届

けて評価する （授業後のノート提出）。

□発言

・ このままでは、角が等しいことは証明できないから、これまでに習った三角形の合同条「

件を使えばできる 」など、三角形の合同条件を利用して考えればできることに気付く。。

・ 合同な三角形の対応する角は等しいから、∠Ｂ＝∠Ｃとなり、底角が等しい三角形は二「

等辺三角形になるといっていい 」など、証明することで対応する角が等しいことから、。

二等辺三角形であることを説明できる。

＜判断の事例＞

□「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した事例

・補助線を導き出し、見通しをもち、合同な三角形を見付けだし、根拠を明確に証明し、

対応する辺が等しいことから、二等辺三角形であることに気付く。

□「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した事例

・仲間や先生に質問をしたり、ヒントカードを利用したりして証明することができ、対応

する辺が等しいことから、二等辺三角形であることに気付く。

（３）個に応じた指導に実際（努力を要すると判断された生徒への具体的な対応・手だて）

つまずきの例とその要因□

○つまずき：補助線が引けず、見通しがもてない。

○要 因：補助線を引くことで、合同な三角形ができることをつかめていない。

○つまずき：三角形の合同を証明できない。

○要 因：三角形の合同条件を理解できていない。

指導の手だて□

・補助線を板書で示し、見通しをもてるようにする。

・既習内容を掲示してある数学コーナーを利用するように助言する。

・ヒントカードﾞを用意し、学習状況の段階に応じて自分にあったものを使用するように助言する。

生徒の変容□

・補助線を引くことで、合同らしい三角形を見付けられ、掲示物やヒントカードを使って証明

することができた。

・三角形の合同が証明できたことで、対応する角は等しいから二等辺三角形になることにつな

げることができた。


